
長崎市障害者自立支援協議会 相談支援部会 

■相談支援部会 令和 5年度 活動報告 

日 時 内     容 

【第１回】 

4 月 11 日（火）15:00～17:00 

① 今年度の予定の確認 

② 事例編纂に向けた協議 

③ ５月座談会の最終確認 

④ その他 

【連携会議】 

5 月 25 日（木）15:00～17:00 

◆障害福祉課より行政説明 

・受給者証の発送の同意について（障害福祉課より） 

・基幹相談支援センターの現況報告 

◆座談会 

【第 2回】 

6 月 12 日（月）15:00～17:00 

① 5 月の連携会議振り返り 

② 初任者向け研修確認 

③ 事例集編纂について 

④ マニュアル更新月について 

⑤ （長崎市より）個別避難計画について 

【第 3回】 

7 月 11 日（火）15:00～17:00 

① 初任者向け研修最終確認 

② 事例集編纂について 

③ 就労アセスメントについて 

④ マニュアル更新について 

⑤ その他 

【連携会議】 

8 月 18 日（金）15：30～17：30 

◆初任者向け研修 

対象：初任研を終えて３年以内の相談支援専門員 

内容：障害福祉課より 

  支援係の職員紹介。障害サービスの申請から決定までの流れの説明 

  相談支援部会より マニュアルの紹介 

  座談会 

【第 4回】 

9 月 11 日（月）15:00～17:00 

① 連携会議振り返り 

② マニュアル（更新）最終確認 

③ 介護保険関係者との連携会議（１１月）について 

④ 事例集編纂について 

⑥ その他 

【第 5回】 

10 月 11 日（水）15:00～17:00 

① 介護保険関係者との連携会議（２月）について 

② 事例集編纂について 

③ 来年度の予算について 

④ その他 

 



日 時 内     容 

【第 6回】 

11 月 13 日（月）15:00～17:00 

① ながさき安心プラン（緊急対応）について 

② 介護保険関係者との連携会議（２月）について 

③ 事例集編纂最終確認 

④ その他 

【第 7回】 

12 月 11 日（月）15:00～17:00 

① 介護保険関係者との連携会議最終確認 

② その他 

【第８回】 

（予定） 

１月 29 日（月）15：00～17：00 

① 介護保険関係者との連携会議最終確認 

② 次年度の予定について 

③ その他 

 

【連携会議】 

（予定） 

2 月 16 日（金）14：30～17：00 

◆ 包括支援センターとの連携会議 

内容：自立支援協議会について 

   障害福祉課より行政説明 

   障害と介護サービスを併用するパターン紹介 

   グループワーク 

【第 8回】 

（予定） 

3 月 11 日（月）15:00～17:00 

① 介護保険関係者との連携会議振り返り 

② 次年度の予定最終確認 

③ その他 

 

■課題等 

・地域課題としては前年度から引き続き地域の資源不足があげられ、「新規の計画相談を利用す

るときにサービスを利用したくても計画相談を引き受けてくれる相談支援事業所がすぐに見つ

からない」「ヘルパー派遣依頼の困難さ」「就労アセスメント対応の事業所の不足」それに加えて

訪問入浴事業所が今年１月から長崎市内で１事業所となる等の課題がある。 

・「新規の計画相談を利用するときに相談支援専門員がすぐにみつからない」については、基幹

センターと共同し、業務の効率化など相談支援専門員の負担軽減につながるような取り組みにつ

いて検討していく。 

・「ヘルパー派遣依頼の困難さ」「訪問入浴事業所の減少」については引き続き行政と共同し、課

題解決の方法を検討していく。 

・「就労アセスメント対応事業所の不足」については協議の場まで至らなかったので引き続き来

年度就労支援部会と解決に向け検討していく。 

・対面での連携会議を今年度は開催したが、参加する相談支援事業所が特定されてきている。新

たに開所した相談支援事業所の方やあまり参加することのできない事業所に対しては、自立支援

協議会の周知を図っていきたい。 

 ・相談支援の手引きについて、修正個所などあれば内容を見直し、毎年７月に更新することを決

める。今年度も遅れはしたものの更新することができている。昨年度取り組んだ事例集も来年度

中に協議会の HP に掲載できるようにしていく予定。 

いろいろなマニュアル、手引きを作成することにより、相談支援専門員が困ったときにすぐに

手に取り、活用してもらいたい。また顔の見える関係が築けるよう連携会議などへの参加を働き

かけていく。 


